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一
語
学
教
師
の
述
懐

臼
　
田
　
　
紘

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
五
〇
年
も
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
、
ま
た
教
え
も
し
て
き
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
つ
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
書

か
れ
た
文
学
に
つ
い
て
も
、
今
も
っ
て
何
も
解
っ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
わ
た
し
の
フ
ラ
ン
ス
語
理
解
は
、
あ
ら
た
め
て
告
白

す
る
ま
で
も
な
い
が
、
多
分
、
こ
れ
よ
り
ず
っ
と
短
い
年
月
を
生
き
て
き
た
若
い
フ
ラ
ン
ス
人
に
さ
え
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
文

化
の
中
で
生
き
て
い
な
い
場
合
、
こ
れ
を
理
解
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
半
世
紀
に
及
ぶ
長
い
年
月
、
身
を
も

っ
て
体
験
し
続
け
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
紙
の
上
で
の
理
解
、
観
念
的
な
理
解
だ
け
で
は
真
の
理
解
と
は
な
り
え
な
い
と

い
う
こ
と
も
実
感
し
て
い
る
。
言
語
の
場
合
、
そ
の
言
語
を
実
際
に
用
い
な
が
ら
感
覚
を
磨
い
て
い
く
こ
と
が
絶
対
的
に
必
要
に
思
わ

れ
、
そ
の
た
め
に
は
何
と
し
て
も
そ
れ
を
用
い
る
世
界
の
中
に
身
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

現
在
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
長
期
滞
在
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
言
語
を
自
由
に
使
え
る
日
本
人
が
増
え
て
い
る
。
お

そ
ら
く
、
か
れ
ら
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
言
語
感
覚
を
も
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
し
ば
ら
く
前
に
は
考
え
ら
な
い
こ
と
だ

っ
た
。
わ
た
し
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
始
め
た
頃
に
は
、
ま
だ
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
フ
ラ
ン
ス
語
の
先
生
も
多
か
っ
た
。

こ
う
し
た
先
生
方
の
フ
ラ
ン
ス
語
理
解
の
努
力
を
想
像
す
る
と
、
並
大
抵
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
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い
。
そ
う
し
た
先
生
方
は
、
多
分
日
本
に
い
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
、
さ
ら
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
を
読
む
こ
と
の
限
界
を
充
分
に
知

り
な
が
ら
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
、
こ
れ
を
理
解
す
る
努
力
を
続
け
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
フ
ラ
ン
ス
と
の
往
来
も
飛
躍
的
に
容
易
に
な
り
、

情
報
も
一
瞬
に
し
て
入
手
で
き
る
現
在
、
そ
う
し
た
過
去
の
困
難
は
笑
い
話
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
語

を
学
ぶ
者
は
、
少
な
く
と
も
自
在
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
し
、
読
み
、
書
く
こ
と
ぐ
ら
い
は
で
き
て
あ
た
り
ま
え
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
こ
の
言
語
は
言
う
ま
で
も
な
く
よ
そ
の
国
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
学
ぶ
す
べ
て
の
人
は
「
解
ら
な
い
」

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
少
し
ず
つ
「
解
る
」
と
い
う
方
向
を
目
指
し
て
進
む
。
人
に
よ
っ
て
そ
の
速
度
な
り

到
達
点
は
異
な
る
だ
ろ
う
が
、
終
わ
り
に
到
着
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
し
て
そ
の
言
語
で
書
か
れ
た
過
去
の
文
学

で
あ
れ
ば
、
現
代
を
生
き
る
フ
ラ
ン
ス
人
に
も
理
解
困
難
な
部
分
は
あ
る
だ
ろ
う
し
、
さ
ら
な
る
学
問
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

日
本
人
で
あ
る
わ
た
し
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
伍
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
理
解
し
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
理
解
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
に
し
て

も
、
そ
れ
な
ら
、
か
れ
ら
の
立
脚
し
得
な
い
日
本
人
と
い
う
立
場
か
ら
、
そ
の
文
化
を
解
ら
な
い
な
が
ら
理
解
し
よ
う
と
心
が
け
る
こ

と
に
徹
す
る
以
外
に
な
い
と
覚
悟
を
決
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
昔
の
先
生
方
に
は
そ
の
意
識
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

文
化
、
と
り
わ
け
そ
の
核
と
な
る
言
語
は
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の
そ
れ
を
考
え
て
も
、
変
転
き
わ
ま
り
な
い
。
し
ば
ら
く
ぶ
り
で
フ

ラ
ン
ス
に
行
く
と
、
思
わ
ぬ
単
語
が
、「
え
！
こ
ん
な
風
に
使
う
の
？
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
て
、
驚
か
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
本
来
の
使
用
方
か
ら
少
し
も
逸
脱
し
た
も
の
で
は
な
い
。
言
わ
れ
て
み
れ

ば
解
る
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
と
き
に
、
言
語
が
ま
さ
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

わ
た
し
は
学
生
に
、
辞
書
で
ひ
と
つ
の
単
語
に
た
く
さ
ん
の
日
本
語
訳
が
書
い
て
あ
る
の
は
、
そ
こ
に
文
化
の
ち
が
い
が
表
れ
て
い

る
か
ら
だ
と
話
す
。
そ
の
一
語
に
包
含
さ
れ
る
意
味
の
広
さ
は
、
見
た
だ
け
で
も
異
文
化
理
解
の
困
難
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の

日
本
語
訳
自
体
何
か
し
ら
似
て
非
な
る
も
の
に
思
え
、
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
「
解
ら
な
い
」
と
ぼ
や
き

な
が
ら
、
少
し
で
も
「
解
る
」
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
し
か
な
い
。
こ
こ
ま
で
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
。
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臼田紘先生　経歴

臼
田
　
紘
（
う
す
だ
ひ
ろ
し
）

生
年
月
日
（
出
生
地
）

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
十
二
月
三
日
（
東
京
都
新
宿
区
若
葉
町
）

学
　
歴

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
三
月
　
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
卒
業

一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
三
月
　
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
三
月
　
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
（
満
期
退
学
）

職
　
歴

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
四
月
　
フ
ラ
ン
ス
政
府
東
京
日
仏
学
院
に
就
職
（
一
九
六
七
年
八
月
退
職
）

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
八
月
　
杉
野
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
に
就
任
（
一
九
七
八
年
三
月
退
任
）

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
四
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
に
就
任
（
一
九
九
〇
年
三
月
退
任
）

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
四
月
　
跡
見
学
園
短
期
大
学
専
任
講
師
に
就
任

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
四
月
　
跡
見
学
園
短
期
大
学
助
教
授
に
昇
任

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
十
月
　
跡
見
学
園
短
期
大
学
教
授
に
昇
任

二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
四
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
教
授
に
就
任

こ
の
間
、
武
蔵
野
美
術
大
学
、
大
東
文
化
大
学
、
中
央
学
院
大
学
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
・
社
会
科
学
部

な
ど
の
兼
任
講
師
を
歴
任



役
職

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
五
月
　
跡
見
学
園
評
議
員
に
就
任

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
五
月
　
跡
見
学
園
理
事
に
就
任

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
四
月
　
跡
見
学
園
短
期
大
学
部
学
長
に
就
任

（
二
〇
〇
三
年
三
月
退
任
）

一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
九
月
　
東
京
都
私
立
短
大
協
会
理
事
に
就
任

（
二
〇
〇
三
年
五
月
退
任
）

所
属
学
会

日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
（
一
九
六
五
年
四
月
〜
）

日
本
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
学
会
（
一
九
七
一
年
四
月
〜
）

大
学
教
育
学
会
（
二
〇
〇
四
年
九
月
〜
）

主
要
著
訳
書

（
共
著
）

『
プ
リ
モ
・
フ
ラ
ン
ス
語
文
法
』

朝
日
出
版
社
（
一
九
八
一
）

『
フ
ラ
ン
ス
語
レ
ク
チ
ュ
ー
ル
』

駿
河
台
出
版
社
（
一
九
八
三
）

『
フ
ラ
ン
ス
小
説
の
現
在
』

高
文
堂
出
版
社
（
一
九
八
二
）

（
単
著
）

『
概
観
フ
ラ
ン
ス
文
学
』

林
泉
書
荘
（
二
〇
〇
八
）

『
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
氏
と
の
旅
』

新
評
論
（
二
〇
〇
七
）

『
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
と
は
誰
か
』

新
評
論
（
二
〇
一
一
）

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
『
イ
タ
リ
ア
紀
行
』

新
評
論
（
一
九
九
〇)

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
『
イ
タ
リ
ア
旅
日
記
』（
全
二
巻
）

新
評
論
（
一
九
九
一
、
九
二
）

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
『
ロ
ー
マ
散
歩
』（
全
二
巻
）

新
評
論
（
一
九
九
六
、
二
〇
〇
〇
）

主
要
論
文
（
単
著
）

「
大
学
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
」

大
東
文
化
大
学

『
教
養
課
程
創
立
二
〇
周
年
記
念
論
文
集
』（
一
九
八
八
）

「D
e
l ’A
m
our

に
お
け
る
《
体
験
》
を
め
ぐ
っ
て
」

早
稲
田
大
学
大
学
院

仏
文
専
攻
『
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
』
第
六
号
（
一
九
七
〇
）

「D
e
l ’A
m
our

小
論
」

杉
野
女
子
大
学
『
紀
要
』
第
九
号
（
一
九
七
二
）

「
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
運
動
（
一
）」

杉
野
女
子
大
学
『
紀
要
』
十
一
号
（
一
九
七
四
）

「
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
運
動
（
二
）」

杉
野
女
子
大
学
『
紀
要
』
十
三
号
（
一
九
七
七
）

「『
一
八
一
七
年
の
ロ
ー
マ
、ナ
ポ
リ
、フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
』
小
論
」
早
稲
田
大
学

文
学
部
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
研
究
』
第
二
一
号
（
一
九
七
三
）

「『
ロ
ー
マ
、
ナ
ポ
リ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
（
第
三
版
）』
小
論
」

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
『
紀
要
』
第
三
七
号
（
二
〇
〇
四
）

「『
ロ
ー
マ
、
ナ
ポ
リ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
』
の
テ
ク
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
」

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
『
紀
要
』
第
四
六
号
、（
二
〇
一
一
）

「『
ロ
ー
マ
散
歩
』
の
テ
ク
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
」
日
本
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
研
究
会
　

慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
『
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
変
幻
』（
二
〇
〇
二
）

「『
ロ
ー
マ
散
歩
』
の
テ
ク
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
Ⅱ
」

跡
見
学
園
女
子
大
学
短
期
大
学
部
『
紀
要
』
第
三
〇
号
（
二
〇
〇
三
）
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